
２０１７年  ３月  １２日 ≪ 聖 餐 式 ≫ 

 主 日 礼 拝  

①８時半～    ②１０時半～   ③夜７時～ 

 司  会  ①石井師   ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②石井 秀人兄  ③石井師 

賛  美  聖歌３９７番 ＆「あなたは天地をこえて」 

使徒信条 

聖  書  ①マルコによる福音書１０章４６～５２節 

      ②ルカによる福音書９章２８～３６節 

特別映像  PRAY FOR JAPAN（東日本大震災６周年記念） 

メッセージ 「喜べ！主が呼んでおられる」大川従道牧師 

      「山の上で主に出会う」石井 潤牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献  金  聖歌２２９番〔ひろ君の手術の為〕[献金当番：和田姉･渡辺姉] 

祝  祷             

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「高い山に登れ」 
                  

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、タマキ姉によるバイブル･スタディの時間を持ちます。 

２.今週の祈り会は①木曜は午前 10時半②夜７時半、メッセージは佐々木師

と久保田師（大和祈祷会映像）。③土曜日夜８時～、準備祈祷会（石井牧師）。 

３．来週の日曜礼拝直後、「信徒懇談会」を行います（昼食はありません）。 

  （質問の紙はできるだけ本日までにご提出ください） 
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一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔３/１２～/１９〕 

date 本日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
申命記 
１７-１９章 

２０－ 
２２章 

２３－ 
２５章 

２６・ 
２７章 

２８章 ２９・ 
３０章 

３１・ 
３２章 

３３・ 
３４章 

新約 
マルコ１４ 
：１－２５ 

１４：２６ 
－５０ 

１４：５１ 
－７２ 

１５：１ 
－２６ 

１５：２７ 
－４７ １６章 

ルカ１： 
１－２３ 

１：２４ 
－５６ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

3/23(木):WOGA 集会 26(日):聖歌隊 27(月):長野家庭集会 



 
 
 
 
 
 
｢しかし、わたしはあなたのみ力をうたい、朝には声をあげてみいつくしみを歌います。あ

なたはわたしの悩みの日にわが高きやぐらとなり、わたしの避け所となられたからです。｣ 
詩篇59篇16節 

東日本大震災から６年、そして、その翌早朝長野県北部を襲った地震のこともつい昨日

のように思い出されます。東日本大震災で亡くなった方々は15,000人を越え、未だ行方不

明の方々は2,500人を越えています。そして、原発事故のために未だに故郷を追われている

方々、復興は進んでいるとはいえ、未だに仮設住宅に住んでいる方々も多くおられます。 

６年も経過すると、徐々にその意識も薄れつつありますが、それは懸命に前に向って進ん

でいる東日本の方々の頑張りによるものでもあると感じます。日本また世界で今後どのよう

なことが起こるかわからない時代。復興とは経済や生活が元通りになるということだけではな

く、新しい方向に、道を切り開いていくことでもあります。次の世代に何を伝えていくかというこ

とこそ最も大切な課題であると感じています。 

イエス様は弟子たちにこれから自分がいなくなってからのことを意識して、３年半という短い

時間を使って、一つ一つお教えになりました。この山の上でのできごとはその時に見た弟子た

ちの中で、「沈黙」、「秘密」にされて、心の中に蓄えられました。イエス様は父なる神様との

祈りの中で、特別な姿、イエス様本来の姿に変貌されました。この姿こそが、「聖」であり、イ

エス様が神ご自身であることの証拠でした。しかし、イエス様がご自身をこの世にお示しにな

らなかったのは、イエス様が人間としてすべての人々を救うために身代わりに苦難をお受けに

なるためでしたから、人としての生を全うなさいました。 

しかし、ペテロとヨハネとヤコブだけには、本当の姿をお見せになりました。それはどうしてだ

ったのでしょうか。その理由は聖書には書かれていませんが、それは父なる神様との祈りの生

活に隠されているように感じました。そして、山に登るということ、すなわち、世俗から退いて、

離れて、独り、神の前に出るという聖なる時間にこそ、その秘訣があるのだということを弟子た

ちに教えたかったのではないか。弟子たちもやがて、祈りとみことばに生きることを通して力あ

る神の働きを継承していきました。すべての人生の答えはこの世の中にあるのではなく、創造

主なる神の懐で悟ることができるのではないでしょうか。 

私たちは苦難と悩みを通して祈りの飢え渇きを与えられます。そう考えると、苦難を通して、

私たちは、より神に近づき、すべての人生の希望を得ることができると信じられるのです。人

生の中で少し立ち止まる瞬間こそ「宝」の時なのではないでしょうか。今という時を大切にし、

しっかりと地に足をつけ、しかしながら目は限りない聖なる神を仰ぎ見、一歩ずつ、共に手を

取りながら、喜んで、感謝しながら、永遠に向かって進んで行きたいと願っています。 

「山の上で主に出会う」 
～東日本大震災６年に思うこと～ 


